




脱炭素アクション溝の口を広める。

脱炭素モデル地区である溝の口ではじまった

脱炭素アクションみぞのくちプロジェクト
令和 8 年 2 月時点で 68 社の企業・団体が

ＤＡＭ（脱炭素アクションみぞのくちの略）企業として

一緒に脱炭素に向けた取り組みを行っています。

そんななかで、2023 年度に立ち上がったのが

　　　　　　　　　　　　　です。

高校生から 20 代前半の社会人がインターンとして集まり、

環境問題の専門家であるメンターや

DAM 企業などから脱炭素への取組を学びます。

その知識を SNS などで情報発信するほか、自分たちの

特技や日頃の活動と結び付けた行動を起こします。

3 年間の取組と、活動を経て感じていることを

わたしが脱炭素アクションを続ける理由
として、有志のインターンでまとめました。

プロローグ
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表紙・冊子制作 春宮 利音
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2023 年度の活動

メンターによる授業

環境の専門家であるメンターによる

授業で、脱炭素や環境問題について

学ぶことから活動が始まりました。

LINE スタンプ

かわいいスタンプで、身近に脱炭素

を感じてもらおうと、地産地消や

サステナブルをテーマにした

LINE スタンプを作成しました。

まち歩きナゾトキ

溝の口駅周辺を巡りながら、

ナゾトキができる冊子を作成・配布

しました。インターンの高校生が

冊子のデザインまで手がけました。

まるっとサステナバンド

音楽が得意・好きなメンバーが

集まって、地域のシンガーソング

ライターとともに、オリジナル

ソングを制作。レコーディングを

実施しました。
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2024 年度の活動

日崎工業株式会社訪問

太陽光パネルつきのトレーラー

ハウスを製造し、工場にも太陽光

発電を取り入れている日崎工業株式

会社を訪問。トレーラーハウス活用

についてのワークショップも

行いました。

カンキツオイルプロジェクト

市内で収穫されずに残っている柑橘

の皮を蒸留したアロマオイルを

精製する株式会社ノンバーバルの

山梨の蒸留所で、

精製をお手伝いしました。

まるっとサステナ
ファッションショー

まるっとサステナフェスティバルにて、

着なくなった服を再利用し、

海洋プラごみのアクセサリーを

身に着け、ファッションショーを実施。

ステージではダンスパフォーマンスを

行いました。

脱炭素レシピ

地産地消にこだわり、のらぼう菜を

使用したレシピを専門家と考案。

のらぼう菜のスープは、

社会福祉法人はぐるまの会が運営する

「ふれっしゅふぁーむ はぐかふぇ」で

メニュー化され、販売されました。



2025 年度の活動

わたしの脱炭素アクション！

市内での脱炭素アクションを 30 本

の動画に。動画の内容が一目でわか

るようなイラストを、インターンが

一丸となり作成しました。

株式会社ちとせ研究所訪問

大阪万博にも出展された、

株式会社ちとせ研究所を訪問。

燃料にも化粧品にも、食品にも

なれるという藻の可能性に

ついてお聞きしました。

水素｜ノー炭炭メン本舗プロジェクト

インターンキックオフの際に出た「脱炭素ラーメン」のアイデアが、

川崎市・三菱化工機株式会社・元祖ニュータンタンメン本舗の協働により実現。

発案の田村さんは店頭バナーにも登場しました。

タンタン
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まるっとサステナフェスティバル

私たちの活動を広めるため、

QR コードのかぶりものを作成。

会場を練り歩き、多くの人に

読み込んでもらいました。

ステージ

ステージでは、廃材を打楽器にした

音楽演奏のほか、脱炭素ラーメンの

取り組み発表、脱炭素クイズ大会、

トークショーを実施しました。

QR コードマン

脱炭素に取り組まないと、私たちの

街がどうなってしまうのか、身近に

感じてもらうため、プロの知見を取

り入れながら、1 枚にまとめました。

脱炭素のために必要なものを

考えていただく街頭インタビューを

実施。シールもみんなでデザインし、

来場者のみなさんに

貼っていただきました。

バナー展示

脱炭素アクションみぞのくち」メンバー企業、まるっとサステナ CAMP の

インターン、アーティスト、ミュージシャン、飲食店、農家さんたちと、

自分たちにできる「脱炭素アクション」を発信しました！
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DAM 企業メッセージ
水素でつくる「水素｜ノー炭炭メン本舗プロジェクト」は、

まるっとサステナ CAMP の学生の発案からスタートしました。

脱炭素社会に向けたその純粋な想いが、市や企業を動かし、

個や組織を超えた官民学一体プロジェクトとして今も連鎖しています。

私たちが目指すのは、ここ川崎から持続可能な未来をカタチにすることです。

社会課題に自分事として向き合う皆さんの姿勢こそが、世の中を変える原動力だと

確信しています。この共創で得た経験を糧に、これからも「社会をより良く、面白くする」

志を持ち続けてください。皆さんと共に歩めることを誇りに思います。

これからも、最高の「未来」を一緒に創っていきましょう。
三菱化工機株式会社　企画管理統括本部 企画部　山田 宏一 

インターンの活動を配信中！
ご紹介した活動はごく一部。インスタや note では、活動内容を

よりくわしく発信しています。ぜひフォローをお願いします！

Instagram

note
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 インターン
(50 音順 )

2023

大塚瑠奈　鬼丸翔琉　小谷真央　こでらみう

園田晴菜　髙橋淳音　高橋駿人　田中悠太 

野末結月　畑野 然 　  深澤美乃　藤田和為 

本江志織　前田 初　   松熊心咲    益田大誠 

山本 学

2024

磯崎日向　　大塚瑠奈　金田理沙　木村 花

黒沼南帆　　小谷真央　清水愛華　菅谷一瑠

末吉ここ音　園田晴菜　髙橋淳音　高橋駿人　

田中悠太　　畑野 然　　花岡里紗　本江志織　

前田 初

2025

天野莉穂　稲田早希　大塚瑠奈　小川紗里　

柿沼明奈　金田理沙　木村 花　小谷真央

こでらみう　佐野文活　園田晴菜　髙橋淳音　

高橋駿人　田中悠太　田村奈々　花岡里紗　

春宮利音　本江志織　眞期彩由美　 山本 暖

これより先は、インターン生たちの

わたしが脱炭素アクションを続ける理由
をまとめました！
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私がこの活動に参加したなかで、

特に印象に残っているのは、『脱炭素ラーメン』です。

自分も、もともと脱炭素に対して堅苦しいような、

縁遠いようなイメージを抱いていたのですが、

だからこそ、多くの人に脱炭素に対してより身近に

考えて欲しい、個人でできることがたくさんある

ということを知って欲しいと思うようになりました。

そして、脱炭素と、身近なものであるラーメンを

組み合わせることで、それは達成されるのではないか

と思いつき、考案したものが『脱炭素ラーメン』でした。

初めは本当に思いつきに過ぎなかったものでしたが、

企業様方や川崎市役所の方、まるっとサステナキャン

プのメンバーの皆の協力のおかげで、無事多くの方に

脱炭素ラーメンを食べてもらうことができました。

脱炭素は、個人でできるものもたくさんあるし、

誰とも関係のないものでは決してありません。

この活動を通して、私は強くそう思い、そしてそれを

たくさんの人にも知っていただくことが、

今の目標です。
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今回、本冊子および表紙、
そしてお聞きいただいたプレゼンテーションは、

私たちの活動を少しでも知っていただきたいという思いから制作しました。
地域や社会の課題に対して、

若者なりに考え、悩み、
行動してきたその過程と成果を、

等身大の言葉と表現でまとめています。
本冊子を通して、私たちの取り組みにご興味を持っていただくとともに、

「若者にも、社会を動かす力がある」
ということを感じていただければ幸いです。

インターン　春宮利音

協力していただいたみなさま
umipla・川崎市地球温暖化防止活動推進センター・元祖ニュータンタンメン本舗
さがみこベリーガーデン・スナイプバレー合同会社・株式会社ちとせ研究所
なないろ畑株式会社・株式会社ノンバーバル・日崎工業株式会社・株式会社プラチナム
三菱化工機株式会社・NPO 法人みどりなくらし・さいたま市・川崎市
ダンサー 藤平真理・シンガーソングライター 芽亜利ジェイ・デザイナー山田淳史
株式会社ガッコム 山田洋志・環境 NGO ビジネスディベロップメントアナリスト細谷優希
武蔵野大学准教授博士明石 修ほか、川崎市内の企業および川崎市民のみなさま

さいごに。
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